
はじめに 

 

 2019 年度筑波大学大学院図書館情報メディア研究科図書館情報メディア専攻博士前期課

程修了者の修士学位論文抄録集を刊行いたします。本研究科の定める学位論文（修士）の

審査基準では、研究テーマの意義、先行研究の把握と理解、研究方法の妥当性、結論とそ

れに至る論理の妥当性、体裁・構成の適切さ、文献・資料の適切な引用のすべてが妥当も

しくは達成されたと認められる学位申請論文を、最終試験を経た上で、修士論文として合

格とするとしております。そのような審査を経て合格と認められた修士論文の抄録集には

研究科の多様で先端的な研究の成果が集結しております。論文完成に至るまでの大学院生

各位の努力を讃えるとともに、指導教員、副指導教員や査読者を始めとする論文作成に関

わられた教員各位および学生の研究活動を支えられた支援室の職員の方々に感謝申し上げ

ます。 

 

 図書館情報メディア研究科は、「情報メディアによる社会の知識共有とその仕組みに係る

研究を発展させ、新しい時代に向かって社会をリードする人材を養成」することを使命と

してかかげ、社会における知識・情報の共有や、その仕組みとしての図書館や情報ネット

ワークを対象にした、人文学、社会科学、理工学等の多様なアプローチからの総合的・複

合的な教育研究を行っております。そのような多面性を実現し、かつ大学院教育の実質化

を推進するという観点から、本研究科博士前期課程では、修士（図書館情報学）と修士（情

報学）の２つの学位に対応した教育プログラム、および修士（図書館情報学）に対応した

社会人向けの図書館情報学キャリアアッププログラム（CUP）と留学生向けの図書館情報

学英語プログラム（EP）を提供しております。今年度は、こうした教育課程で学んだ大学

院生 47 名（うち修士（図書館情報学）19 名（CUP2 名及び EP4 名を含む）、修士（情報学）

28 名）が修士の学位を取得しました。 

 

 博士前期課程の修了生は、公的機関や企業等で図書館情報メディアに係る専門家として

実務に携わるもの、将来この領域の先駆的な研究者になるべく博士後期課程に進学するも

のなどさまざまです。どのような職であれ、修了者各位が本研究科で学んだことや修士論

文を完成させるまでの研究生活の中で得た知見を活かし、知識情報社会のフロンティアと

して今後活躍されることを、教職員一同、心より期待いたします。 

 

2020 年 3 月 

図書館情報メディア研究科長 中山 伸一 
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